
　防災だより

●ポリ袋を活用する

ポリ袋の中で、食材を混ぜた

り、ごはんを炊いたりすること

ができます。

９月１日は、「防災の日」です。その日にちなんで、１日早いですが…今日

８月３１日に「防災給食」として、『救給カレー』が提供されました。

近年地震だけでなく、豪雨や台風による自然災害が日本各地で起こっていま

す。災害が起きて、普段の生活が出来なくなった時、「食べること」はとても

重要になります。

この機会に、ご家庭でも改めて「防災」について考えるきっかけにしてみま

しょう。

災害に備えましょう

災害はいつ起こるかわかりません。日頃から、常温で保存できるもの

などを多めに備蓄しておきましょう。

なので…最低でも１週間分の備蓄が望ましいです！！

災害時の調理に使える日用品 災害時の調理のコツ

カセットコンロ・

ガスボンベ

ポリ袋 ラップ・

アルミホイル

キッチンばさみ・

ピーラー

ウェット

ティッシュ

使い捨て食器

使い捨て

ポリエチレン手袋

電気やガスが復旧する

までの熱源になります。

水入れや調理などに

使えます。

皿にしくと、洗わずに

くり返し使えます。

包丁がわりに使えます。 手や調理器具をふけ

ます。

洗い物が減らせます。

食材に直接触れずに

調理ができます。

節水しながら衛生的に調理をしましょう。

●食材は素手でさわらない

手洗いが十分にできないので、

使い捨てのポリエチレン手袋な

どを使います。

●キッチンばさみや

ピーラーを活用する

キッチンばさみやピーラーは、

包丁のかわりに使えます。まな

板を使わずに空中で調理できる

ので衛生的ですが…扱いには十

分気を付けましょう。

「ポリ袋でごはんを炊く」方法

①鍋に耐熱皿をしき、お湯を沸かす ②ポリ袋に分量の米と水を入れる

③15分位つけ置いておく（ヌカ臭さがとれます）

④ポリ袋を空気を抜くように袋の口までねじり、上の方でしっかり結びます。

⑤沸騰したら、中火にして④を入れて25～30分湯せんにかける。

⑥お湯からポリ袋を出して、10分位蒸らしたら出来上がり！！
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